
［背景・ねらい］

現在、従来の不活化または生ワクチンを接種された種鶏から生まれたひなに対しては、

４日齢、１４日齢のNDワクチン接種を基本としているが、種鶏等のワクチン接種回数の省力

化を目的に、従来のアルミニウムゲル等をアジュパンドとして用いた不活化ワクチンや生

ワクチンよりも、抗体価の持続期間が長いＮＤ－ＯＥを接種した種鶏から生産されたひな

の移行抗体の持続性について検討し、今後のワクチネーションプログラム作成の基礎資料

を得る。

［成果の内容・特徴］

①16週齢の種鶏にND-0Eワクチンを接種した場合、４８週齢到達時においてもH1抗体価は幾

何平均値(GM)で500倍以上を維持している（表１）。

②ひなへの移行抗体価は、初生時GMで約200倍程度であるが、３週齢時には約８倍程度に

低下するため、移行抗体の持続期間は３週間以内である（表１）。

③ひなの個体毎の抗体価はばらつきが大きく、２週齢時で８倍以下になる個体も認められ

る（表２）。

④回帰分析の結果、移行抗体価の半減期は約４日程度と予測され、初生時での抗体価が高

いものほど半減期が短くなる傾向を示す（表３）。

［成果の活用面・留意点］

ND-0E接種種鶏から生まれたひなに対するNDのワクチネーションプログラム作成時の資

料として利用する。しかし、プログラム作成時には、鶏伝染性気管支炎、伝染性コリーザ

等の他のワクチネーションプログラムを考慮にいれる必要がある。
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ニューカッスル病オイルアジュパントワクチン（ＮＤ－ＯＥ）を接種した

種鶏から生まれるひなの移行抗体の持続性
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[要約］種鶏にニューカッスル病オイルアジュバントワクチと（ＮＤ－ＯＥ）を接

種すると、伽抗体価は従来の不活化ワクチンより高く維持された。また、その種鶏か

ら生まれたZ塑自のＮＤ抗体価の半減期は約４日程度である。
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表２ひなの個体別H1抗体価（単位：倍）（平成４年）

[具体的データ］

表１種鶏群、ひな群のH1抗体価の推移(GM）（単位：倍）（平成３～４年）

鶏種種鶏群

３６週齢３８週齢

ひな群

初生７日齢１４日齢２１日齢２８日齢

時期抗体価初生７日齢１４日齢２１日齢２８日齢

つ

第 ＢＰ1,482６ ４５１９６５５１５１２２

１ＮＨ１，２１８７９０３３２１１７２４５２

期全体1,384６９２２３８７４１９９２
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４６週齢４８週齢初生７日齢１４日齢２１日齢
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表３抗体価の半減期を予測する回帰式

注）①ＢＰ：横斑プリマスロック、ＮＨ：ニューハンプシャー

②種鶏へのＮＤ－ＯＥ接種時期は16週齢到達時
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注）①Ｙｇ抗体価の倍数、Ｘ：ふ化後日数②抗体価（倍）：２V

③半減期の単位は、日数
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